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　　�　こうたさんとしんいちさんは、理科クラブの活動で、先生と理科室にいます。二人は�
課題について考えています。

課題
　食塩水が入ったタンクＡとタンクＢがあります。タンクＡとタンクＢの食塩水のこさは異

こと

なり

ます。食塩３０ｇを取り出すためには食塩水は何ｇ必要ですか。

先　　生：��どうすれば食塩水の量が求められるかな。
こ�う�た：�食塩水の一部を取り出して、じょう発させれば食塩が何ｇとけているか分かるから、

ヒントになるね。

しんいち：�実験してみよう。

実験１　　�タンクＡの食塩水３０ｇとタンクＢの食塩水２５ｇをじょう発皿の上で加熱して、

じょう発させる。

実験１の結果
　タンクＡの食塩水３０ｇをじょう発させると１．２ｇの食塩がじょう発皿に残った。

　タンクＢの食塩水２５ｇをじょう発させると１．５ｇの食塩がじょう発皿に残った。

こ�う�た：�食塩を３０ｇ取り出すためには食塩水は何ｇあるといいのかな。

しんいち：�私
わたし

はタンクＡの食塩水で考えてみるね。

こ�う�た：�それでは、私はタンクＢの食塩水で考えてみるよ。

〔問題１〕�　食塩３０ｇを取り出すためには、食塩水は何ｇ必要か。解答らんのタンクＡ・タンクＢ

のどちらかを選び○で囲み、選んだ方の食塩水が何ｇ必要かを答えなさい。

　こうたさんとしんいちさんは、もののとけ方に興味をもち、自分たちで調べてみることにしま
した。

しんいち：�実際に食塩がとける様子を観察してみたいね。
こ�う�た：�どのようにしたら観察できるのかな。
しんいち：�布のふくろに食塩を入れて、それをぼうにつけて、ビーカーに入れた水にとけるよう

につるしてみてはどうだろうか。

こ�う�た：�それでは、先生にたのんで実験してみよう。
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実験２　　�食塩を布のふくろに入れる。この布のふくろを水が入ったビーカーにつけて様子を�
観察する。

実験２の結果　
　図１のように食塩がもやもやしながらとけていく様子がみられた。もやもやがみられたところ
を拡

かく

大
だい

したのが図２である。

こ�う�た：�食塩がとけ出して、もやもやしているよ。
しんいち：�どうして食塩がとけると、もやもやが観察されるのか。理科室の本で調べてみようよ。

　こうたさんとしんいちさんは、もやもやについて理科室の本で調べてみました。

しんいち：�この本にはもやもやができる理由について書いてあるよ。

もやもやができる理由
　水に食塩がとけるときに、もやもやが観察できるのは、部分的なこさのちがいのためである。

こ�う�た：�部分的なこさのちがいと書いてあるけれど、どういうことですか。

先　　生：��食塩がとけてすぐには、均一に混ざるわけではないから、こいところとうすいところ
があるということだよ。

こ�う�た：�こさが大きくちがうとその境目がもやもやとしてみえるということだね。
しんいち：�ビーカーに入れる水を食塩水にかえて観察するとどうなるかな。

図１

布のふくろ

図２
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　こうたさんとしんいちさんは条件をかえて観察してみました。

実験３　　�食塩を布のふくろに入れる。この布のふくろを食塩水が入ったビーカーにつけて様子
を観察する。

実験３の結果　
　図３のようになった。布のふくろの水につかっている部分を拡大したのが図４である。

こ�う�た：�実験３の結果は実験２の結果と比べるとはっきりとしたもやもやがあらわれていない
ようだね。

しんいち：�実験２も実験３も食塩はとけているようだけれど、みえる様子にちがいがでたのはど
うしてだろうか。

〔問題２〕�　実験２の結果と実験３の結果から、実験３でははっきりしたもやもやがあらわれてい
ない理由を説明しなさい。

先　　生：��食塩水のような液体を水よう液といいます。
しんいち：�食塩のように水にとけるものは他にもあるから、他のものについても調べてみよう。
こ�う�た：�食塩のようにとけるものにホウ酸や砂

さ

糖
とう

があるね。

先　　生：�ホウ酸は、消毒薬として使われたり、ガラスなどをつくるときに使われたりする薬品�
です。また、砂糖のかわりに、砂糖から不

ふ

純
じゅん

物
ぶつ

を取り除
のぞ

いた「しょ糖
とう

」を実験に�

使うとよいですよ。

図３ 図４
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　もののとけ方を調べていたこうたさんとしんいちさんは、今度は同じ量の水にホウ酸やしょ糖
がどれくらいとけるかに興味をもち、水の温度がちがうととけ方が変わることに気づきました。

こ�う�た：�水の温度を変化させると、水にとける食塩やホウ酸やしょ糖の量が変わったよ。
しんいち：�そうだね。ホウ酸やしょ糖が水の温度によってどれくらいとけ方にちがいがあるか調

べてみよう。

先　　生：��水の温度が高いときは、やけどなどに注意して実験を行ってくださいね。

　こうたさんとしんいちさんが実験をしてみると、それぞれの温度でホウ酸としょ糖を水１００ｇ

にとける限りとかした量は表１のようになった。

しんいち：�表１を見るとホウ酸よりもしょ糖のほうが同じ量の水にたくさんとけることが分かる
ね。

こ�う�た：�そうだね。それに水の温度が上がるにつれて、とける量も増えていっているのが分か
るね。授業ではとかしたものを取り出す実験がしょうかいされていたけど、それも実

験してみようよ。

実験４　　�水１００ｇをビーカーに入れ、このビーカーの水の温度が４０℃になるまで温め、ホ
ウ酸８ｇをこのビーカーに入れて水にとかす。全てとかしたあと、ビーカーの水の温

度が２０℃になるまで冷やす。

実験４の結果　
　つぶがビーカーの中に出てきた。水よう液をろ過してつぶの重さを測ったところ３ｇだった。

しんいち：�私は３ｇのホウ酸がつぶとして出てくると考えていたから、予想していたとおりだっ

たよ。

こ�う�た：�表１から考えられることと実験４の結果はだいたい同じと言っていいね。表１と�
実験４の結果から、こい水よう液を作るには水の温度が高い方がよいことがわかる
ね。

表１ ２０℃ ４０℃ ６０℃ ８０℃

ホ　ウ　酸 ５ｇ ８ｇ １３ｇ １９ｇ

し　ょ　糖
とう

２００ｇ ２４０ｇ ２９０ｇ ３６０ｇ
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しんいち：�冷やしてつぶが出てくると水よう液のこさは変わるということだね。水よう液のこさ
は算数で習った割

わり

合
あい

で表すことができるかもしれないね。

〔問題３〕�　８０℃の水１００ｇにホウ酸１０ｇを入れてとかしたビーカーＡと、８０℃の�

水１００ｇにしょ糖２５０ｇを入れてとかしたビーカーＢをゆっくり冷やしていく。

６０℃、４０℃、２０℃の時の、水よう液１ｇあたりに、とけているものの重さは何ｇか、

解答らんのビーカーＡ・ビーカーＢのどちらかを選んで○で囲み、解答らんの表に当て

はまる数字を答えなさい。ただし、割
わ

り切れないときは小数第三位を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して小数

第二位まで答えなさい。

こ�う�た：�しんいちさんと実験できて楽しかったよ。ありがとう。また実験やたん究しようね。



- 6 -

　ゆいさんとさきさんが放課後の算数クラブに参加して先生と話をしています。

先生：今日の算数クラブでは、今まで習った知識を活用した問題に取り組みましょう。
さき：どのような問題ですか。
先生：�図１のように側面にいくつかの黒い印がかかれた直方体や、同じ形で黒い印がかかれてい

ない直方体が合計で９個あります。これらの直方体を３個ずつたがいちがいに積み重ねて、

図２の立方体をつくりましょう。

ゆい：３個ずつたがいちがいに積み重ねるとはどういうことですか。
先生：�図３のように重ねることです。図４は図２をちがう方向から見た図です。直方体を９個積

み重ねてできた立方体の向かい合う面にある黒い印の数の合計は常に７になっています。

２

１cm

１cm

３cm

図１ 図２

図３ 図４
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さき：ここまでできました。（図５）

　　　　　　図５　

〔問題１〕�　さきさんがと中まで積み上げた立体（図５）の続きを考えるとき、図２の立方体をつ
くるのに必要最低限な黒い印は、残りの直方体３個のどこにあればよいか、解答らんの

展
てん

開
かい

図
ず

に答えなさい。
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先生：�図１と同じ大きさの直方体があと３個あり
ます。さらにたがいちがいに積み重ねま

しょう。

さき：�１２個の直方体で完成した立体（図６）の
全ての面の面積の合計は、６６ｃｍ２です。

先生：�直方体の数を増やさずに、立体の全ての面
の面積の合計を増やす方法はありませんか。

ゆい：�直方体をぬいたり、上に乗せたりすると、
立体の全ての面の面積の合計も変わります。

〔問題２〕�　立体の全ての面の面積の合計が９５ｃｍ２に最も近くなるように、①～⑨の中から�

４個の直方体をぬき、上に乗せる。その場合はどのような組み合わせがあるか、考えら

れる組み合わせのうちから一つ答えなさい。また、できあがった立体の全ての面の面積

の合計がいくつになるか答えなさい。直方体の＜ぬき方の条件＞、＜乗せ方の条件＞
は次のようにする。ただし、直方体をぬいて乗せても立体はくずれないものとする。

＜ぬき方の条件＞

条件１：�図７の①と②、②と③のように、同じ段のとなり合う２個
をぬくことはできない。

条件２：�一度ぬいたものを積み重ねたあと、再びぬくことはできない。

＜乗せ方の条件＞

条件：図８のように、はしから間をあけずに順番に乗せていく。

さき：直方体の個数は同じなのに面積が変化するのは不思議ですね。

３cm

４cm

３cm

① ② ③

④
⑤
⑥

⑦ ⑧ ⑨

① ② ③

図６

図７

図８
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　算数クラブが終わり、帰り道でさきさんとゆいさんが話をしています。

ゆい：今度の三連休はいっしょに午前中は勉強して、午後は外で運動をしよう。
さき：�いいね。勉強と運動のバランスが大切だね。国語、社会、算数、理科の４教科の勉強を

したいな。

ゆい：�同じ教科書を２冊
さつ

用意するのは大変だから、おたがいちがう教科の勉強をしよう。自分の

時
じ

間
かん

割
わり

をつくってみたよ。（表１）①から④のそれぞれ３０分間で勉強する教科を考えて
みたよ。それぞれの勉強時間の間には、休けいを１０分間とっているよ。

さき：私も条件を決めて、時間割を考えてみるね。

さきさんが考えた条件
条件１：国語、社会、算数、理科の４教科の勉強をする。

条件２：同じ時間にゆいさんと同じ教科の勉強はしない。
条件３：�４教科の中の一つの教科を時間をかける教科として、毎日合計１時間、１０分間の�

休けいをはさんで２回連続して勉強をする。

条件４：�時間をかける教科以外は、三日間で合計１時間勉強し、１日の勉強時間を３０分までに

する。

条件５：三日間のうち、どの教科も１日は①か②の時間帯に勉強をする。

条件６：�三日間の同じ時間帯に同じ教科の勉強はしない。ただし、時間をかける教科はのぞく�

こととする。

条件７：理科の次の時間には社会の勉強はしない。

〔問題３〕�　ゆいさんの考えた時間割が表１のとき、さきさんが考えた条件を守って時間割を考え
るとどのようになるか。時間をかける教科を答え、解答らんの表を完成させなさい。

さき：今度の三連休は勉強と運動の両方をがんばろうね。

時間をかける教科 

さきさんの時間割

ゆいさんの考えた時間割 

一日め 二日め 三日め
① 　９：３０～１０：００ 社会 国語 社会
② １０：１０～１０：４０ 理科 理科 理科
③ １０：５０～１１：２０ 算数 国語 算数
④ １１：３０～１２：００ 社会 算数 社会

一日め 二日め 三日め

① 　９：３０～１０：００

② １０：１０～１０：４０

③ １０：５０～１１：２０

④ １１：３０～１２：００

じ かんわり

※のらんには、記入しないこと

※

得 点受 検 番 号

（31　大泉）

解 答 用 紙 適 性 検 査 Ⅲ

〔問題３〕

※

表１　ゆいさんの考えた時
じ

間
かん

割
わり


